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　水使用量原単位は2004
年度比4％削減の目標に対し、
21％削減しました。�
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　公共用水域�
　　排水量 452 万m3�
　　COD 15.8 t�
　　窒素 11.0 t�
　　りん 0.32 t�
　　PRTR法対象物質 151 kg

　下水道�
　　排水量 85 万m3�
　　PRTR法対象物質 25 kg

　SOx 29.3 t�
　NOx 133.9 t�
　ばいじん 7.1 t�
　CO2　  48.9 万t -CO2�
　�
�
　PRTR法対象物質 616 t

　廃棄物減量化量 4,175 t�

　廃棄物埋立量 1,568 t

生産工程� 主力製品生産量(抜粋)�
　ダクタイル鋳鉄管 25.0万t　�
　矢板 17.8万m�
　トラクタ 12.8万台�
　エンジン 72.1万台�
　田植機 2.0万台�
　コンバイン 2.4万台�
　建設機械 2.2万台�
　自動販売機 3.1万台�

建設機械�

ダクタイル鋳鉄管� 自動販売機�

エンジン�トラクタ�

田植機�

主要原材料�
　セメント  　　14 千t�
　故銑 74 千t�
　新銑 17 千t�
　帯鋼 131 千t

リサイクル原料�
　スチールスクラップ 　301 千t

エネルギー 8.68 PJ※�

　重油 3,552 kL�
　ガソリン 1,130 kL�
　灯油 18,227 kL�
　軽油 4,150 kL�
　石炭・コークス 48,063 t  �
　LPG 835 t  �
　都市ガス 　　26,856 千m3   �
　電力 50,816 万kwh�
　自家発電 1,705 万kwh

水�
　上水 86 万m3�
　工業用水 284 万m3�
　地下水 119 万m3

化学物質（PRTR法対象物質）�
　　　　　　　　　 8,533 t

※ PJ：1015J

社内再生・再利用�
　　　　　30,118t

社外再資源化 �
　　　　　85,419t

廃棄製品の回収�
鋳鉄管 1,016 t�
ビニルパイプ 2,791t

合計�
489万m3

上水�
17.6％�

工業用水 58.1％�

地下水�
24.3％�

　事務用品のグリーン購入：ネット購入システムからのグリーン購入金額は
4,997万円、購入金額比率は93.6％でした。�
　購入金額比率は前年度に比べ0.4％増加しましたが、目標値95％には未達
でした。�
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※総量規制対象工場：阪神（武庫川）、京葉（船橋）、�
　　　　　　　　　　京葉（市川）、枚方、堺臨海�
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大気排出�

エネルギー 等�

原 料 �

水系排出� 廃棄物�

目標�
96 物 流�

エネルギー起源  　47.0万t-CO2�
上記以外 　　　　　1.9万t-CO2

※使用量原単位（使用量/内作生産高）�

■ グリーン購入金額� ■ 購入金額比率�

■ 水使用量の推移�

■ SOx排出量の推移�

■ NOx排出量の推移�

■ ばいじん排出量の推移�

■ 窒素排出量の推移�

■ りん排出量の推移�
■ エネルギー起源のCO2排出量の推移�

■ エネルギー使用量の推移�

■ COD排出量の推移�

　機械部門、水・環境・インフラ部門などの生産工程において環境に与える負荷の発生状況は、
次のとおりです。生産工程で使用する原材料および電力・用水・燃料などの投入量(INPUT)、
および二酸化炭素(CO2)や廃棄物など環境への排出量(OUTPUT)を把握し、クボタグルー
プを挙げて環境負荷の削減に取り組んでいます。�

■ 水使用量の内訳�


